
最
も
多
く
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
の
は
買
物

代
で
、
消
費
額
全
体
の
35
・
２
％
に
上

る
。
特
に
訪
日
外
客
数
の
う
ち
約
８
割

を
占
め
る
ア
ジ
ア
は
買
物
代
支
出
が
多
い

国
・
地
域
が
多
く
、
主
要
国
・
地
域
中
で

買
物
代
の
支
出
額
が
ト
ッ
プ
の
中
国
で
は

旅
行
支
出
に
占
め
る
買
物
代
は
55
・
０
％

（
２
０
１
４
年
）
に
上
る
。

ま
た
、
訪
日
旅
行
中
に
行
っ
た
活
動

を
見
て
も
、
ア
ジ
ア
は
調
査
対
象
の
全
て

の
国・地
域
で
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
が
「
日

本
食
を
食
べ
る
こ
と
」
に
次
い
で
２
位

と
な
っ
て
お
り
（
２
０
１
４
年
）、
外
国

人
旅
行
者
に
と
っ
て
訪
日
旅
行
に
お
い
て

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な

っ
て
い
る
。

消
費
税
免
税
制
度
改
正
で

地
域
の
特
産
品
の
購
買
促
進
の

可
能
性
が
広
が
る

訪
日
外
国
人
の
購
買
意
欲
を
後
押
し

す
る
よ
う
に
、
２
０
１
４
年
10
月
に
は
消

費
税
免
税
制
度
が
改
正
と
な
っ
た
。
改
正

前
は
家
電
、
衣
類
、
か
ば
ん
の
よ
う
な
一

般
物
品
の
み
が
対
象
で
、
消
耗
品
は
対
象

外
だ
っ
た（
表
１
）。
し
か
し
、
改
正
に
よ

り
食
品
や
飲
料
、
果
物
、
化
粧
品
や
医
薬

品
な
ど
の
消
耗
品
も
対
象
と
な
り
、
地
域

の
特
産
品
や
銘
菓
や
地
酒
と
い
っ
た
商
品

の
購
買
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
広
が
っ
た
。

改
正
に
合
わ
せ
て
、
政
府
は
各
地
で

事
業
者
向
け
に
説
明
会
を
開
催
し
た
他
、

事
業
者
向
け
に
情
報
提
供
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
す
る
な
ど
し
て
免
税
店
数
増

加
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
免
税
店

は
２
０
１
４
年
10
月
ま
で
に
９
３
６
１
店

ま
で
増
加
、
同
年
４
月
と
比
較
す
る
と
約

３
６
０
０
店
が
新
た
に
免
税
店
と
な
っ
た

（
表
２
）。
免
税
店
は
東
京
や
大
阪
に
集
中

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
10
月
に
は
東

京
と
大
阪
の
シ
ェ
ア
は
や
や
低
下
し
、
地

方
へ
の
免
税
店
拡
大
が
進
ん
だ
。

　

２
０
１
４
年
の
訪
日
外
客
数
は

１
３
０
０
万
人
を
突
破
、
過
去
最
高
を

記
録
し
た
。
旅
行
者
数
の
増
加
に
伴
い
、

２
０
１
４
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費

額
は
前
年
比
43
・
１
％
増
加
し
、
初
め
て

２
兆
円
を
突
破
し
た
（
観
光
庁
「
訪
日
外

国
人
消
費
動
向
調
査
」）。

　

日
本
人
国
内
宿
泊
旅
行
市
場
の
15
・

８
兆
円
（
２
０
１
３
年
）
と
比
較
す
る
と

旅
行
市
場
全
体
に
与
え
る
影
響
は
ま
だ
限

定
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
少
子
高
齢
化
に

伴
い
今
後
は
国
内
旅
行
市
場
の
縮
小
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
急
成
長
を
続
け
る

訪
日
外
国
人
旅
行
市
場
に
寄
せ
ら
れ
る
期

待
は
大
き
い
。

訪
日
外
国
人
の
旅
行
消
費
額
の
中
で

相
澤  

美
穂
子

35 特集◉観光の経済波及効果を高めるには̶̶ 地域の消費拠点に進化した「道の駅」に着目して
特集5 外国人観光客の消費を地域経済活性化につなげるには

5

外
国
人
観
光
客
の
消
費
を

地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
る
に
は

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
　
主
任
研
究
員

表1   外国人旅行者向け消費税免税制度の改正内容

資料：観光庁、経済産業省資料をもとに（公財）日本交通公社作成

家電、衣類、かばんなど
＊食品類、飲料類、薬品
　類、化粧品類その他
　の消耗品は対象外

5,000円超50万円まで
＊既存免税対象品目は
　10,000円超

10,000円超免税対象額
（1店舗、1日当たり）

改正前 改正後

免税対象品

既存の対象品に加えて、
食品類、飲料類、薬品類、
化粧品類などの消耗品
も対象に
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36

そ
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
和
歌
山
県
だ
。

２
０
１
４
年
４
月
時
点
で
は
わ
ず
か
８
店

だ
っ
た
の
が
、
同
年
10
月
に
は
66
店
に
ま

で
拡
大
し
た
。
免
税
店
数
で
言
え
ば
上
位

の
都
道
府
県
と
比
較
し
て
必
ず
し
も
多
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
着
目
す
べ
き
は
そ
の

内
訳
だ
。

和
歌
山
県
観
光
交
流
課
の
記
者
発
表

資
料
に
よ
る
と
、２
０
１
４
年
４
月
時
点
で

和
歌
山
県
内
に
あ
っ
た
免
税
店
８
店
の
う

ち
、本
社
所
在
地
が
和
歌
山
県
内
に
あ
っ

た
の
は
３
店
し
か
な
く
、５
店
は
和
歌
山

県
外
事
業
者
が
占
め
て
い
た
が
、２
０
１
４

年
９
月
29
日
ま
で
に
新
た
に
免
税
店
許
可

を
受
け
た
38
店
の
う
ち
、和
歌
山
県
外
に

本
社
を
持
つ
店
は
１
店
の
み
で
、
そ
れ
以

外
の
全
て
を
県
内
事
業
者
が
占
め
た
。

き
め
細
か
な
取
り
組
み
が
県
内

事
業
者
の
免
税
店
増
加
に
結
実

全
都
道
府
県
中
で
岩
手
県
に
次
い
で

２
位
の
免
税
店
増
加
率
、
特
に
県
内
に

本
社
を
構
え
る
事
業
者
の
免
税
店
登
録

が
実
現
し
た
背
景
に
は
、
和
歌
山
県
観
光

交
流
課
の
県
内
事
業
者
へ
の
積
極
的
な
働

き
か
け
が
あ
っ
た
。

和
歌
山
県
は
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

で
は
47
都
道
府
県
中
で
20
位（
２
０
１
４

年
、速
報
値
）と
な
っ
て
お
り
、関
西
国
際

空
港
が
近
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
慮
す
る

と
外
国
人
の
入
り
込
み
は
ま
だ
十
分
増
加

の
余
地
が
あ
る
と
言
え
る
。

「
和
歌
山
県
と
し
て
、
外
国
人
に
よ
り

多
く
来
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
と
考
え
た
時
に
、
免
税
店
を
増
や

す
こ
と
は
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
和
歌
山
県
の

知
名
度
向
上
の
た
め
に
、
和
歌
山
な
ら
で

は
の
特
産
品
を
発
信
力
の
あ
る
外
国
人
旅

行
者
に
広
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

も
あ
り
免
税
店
増
加
に
取
り
組
み
始
め

ま
し
た
」（
観
光
交
流
課　

土
井
昌
紀
氏
）

免
税
店
申
請
を
県
内
事
業
者
に
働
き

か
け
る
た
め
、
ま
ず
は
２
０
１
４
年
６
月

に
和
歌
山
市
と
田
辺
市
で
説
明
会
を
開

催
し
た
。
そ
の
後
、
白
浜
町
や
那
智
勝
浦

町
な
ど
外
国
人
が
よ
く
訪
れ
る
観
光
地
を

中
心
に
個
別
に
説
明
会
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
説
明
会
に
参
加
し

た
事
業
者
や
免
税
店
に
な
っ
て
ほ
し
い
店

に
個
別
に
訪
問
し
、
免
税
店
申
請
の
働
き

観光文化225号 April 2015

表2   免税店（輸出物品販売場）の都道府県別分布

資料：観光庁資料をもとに（公財）日本交通公社作成

2014年4月
店舗数 構成比（%） 店舗数 構成比（%） 増加数 増加率（%）

2014年10月 2014年10月／4月

 北海道 283 4.9 594 6.3 311 109.9
 青森 5 0.1 12 0.1 7 140.0
 岩手 2 0.0 18 0.2  16 800.0
 宮城 58 1.0 94 1.0 36 62.1
 秋田 2  0.0  7  0.1  5  250.0
 山形 5  0.1  8  0.1  3  60.0
 福島 9  0.2  17  0.2  8  88.9
 茨城 34  0.6  66  0.7  32  94.1
 栃木 34  0.6  69  0.7  35  102.9
 群馬 16  0.3  22  0.2  6  37.5
 埼玉 93  1.6  211  2.3  118  126.9
 新潟 46  0.8  53  0.6  7  15.2
 長野 51  0.9  88  0.9  37  72.5
 千葉 197  3.4  383  4.1  186  94.4
 神奈川 229  4.0  468  5.0  239  104.4
 東京 2,238  38.7  3,268  34.9  1,030  46.0
 山梨 10  0.2  53  0.6  43  430.0
 富山 68  1.2  73  0.8  5  7.4
 石川 29  0.5  46  0.5  17  58.6
 福井 2  0.0  3  0.0  1  50.0
 岐阜 28  0.5  57  0.6  29  103.6
 静岡 95  1.6  161  1.7  66  69.5
 愛知 194  3.4  296  3.2  102  52.6
 三重 48  0.8  81  0.9  33  68.8
 滋賀 27  0.5  52  0.6  25  92.6
 京都 187  3.2  351  3.7  164  87.7
 大阪 852  14.7  1,259  13.4  407  47.8
 兵庫 180  3.1  307  3.3  127  70.6
 奈良 13  0.2  49  0.5  36  276.9
 和歌山 8 0.1  66  0.7  58  725.0
 鳥取 6  0.1  23  0.2  17  283.3
 島根 1  0.0  6  0.1  5  500.0
 岡山 31  0.5  56  0.6  25  80.6
 広島 68  1.2  114  1.2  46  67.6
 山口 20  0.3  21  0.2  1  5.0
 徳島 2  0.0  3  0.0  1  50.0
 香川 25  0.4  48  0.5  23  92.0
 愛媛 19  0.3  25  0.3  6  31.6
 高知 4  0.1  11  0.1  7  175.0
 福岡 371  6.4  507  5.4  136  36.7
 佐賀 24  0.4  37  0.4  13  54.2
 長崎 27  0.5  43  0.5  16  59.3
 熊本 15  0.3  24  0.3  9  60.0
 大分 15  0.3  22  0.2  7  46.7
 宮崎 10  0.2  15  0.2  5  50.0
 鹿児島 14  0.2  36  0.4  22  157.1
 沖縄 82  1.4  138  1.5  56  68.3
 計 5,777  100.0  9,361  100.0  3,584  62.0
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掛
け
を
実
施
、
そ
の
数
は
２
０
０
カ
所
以

上
に
上
っ
た
と
い
う
。

特
に
意
識
し
た
の
は
や
は
り
和
歌
山
な

ら
で
は
の
商
品
を
扱
う
店
だ
と
い
う
。
漆

器
を
扱
う
伝
統
工
芸
品
店
や
醬

し
ょ
う

油ゆ

や
梅

酒
な
ど
の
和
歌
山
の
特
産
品
を
扱
う
店
の

他
、
地
場
産
品
を
扱
う
道
の
駅
や
観
光

果
樹
園
も
新
た
に
免
税
店
と
な
っ
た
。
ま

た
ツ
ア
ー
客
を
意
識
し
、
ツ
ア
ー
の
ル
ー

ト
上
に
あ
る
店
に
も
積
極
的
に
声
掛
け
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
、
海
外
か
ら
の
フ
ァ
ム

ト
リ
ッ
プ
受
け
入
れ
の
際
に
は
免
税
店
に

立
ち
寄
る
よ
う
声
掛
け
し
て
い
る
と
い
う
。

働
き
掛
け
を
行
っ
た
の
は
事
業
者
に
限

ら
な
い
。
和
歌
山
県
内
を
管
轄
す
る
全
て

の
税
務
署
に
も
観
光
交
流
課
の
職
員
が

足
を
運
び
、
申
請
時
に
必
要
な
書
類
な
ど

を
確
認
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
事
業
者

に
配
布
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
申
請
が
で
き
る

よ
う
配
慮
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
き
め
細
か
な
取
り
組
み

が
実
を
結
び
、
全
国
２
位
の
免
税
店
増
加

率
に
つ
な
が
っ
た
。
で
は
、
免
税
店
拡
大

の
効
果
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

和
歌
山
県
内
で
も
、か
な
り
早
い
時
期

か
ら
積
極
的
に
免
税
店
化
に
取
り
組
ん
だ

黒
潮
市
場（
和
歌
山
市
）で
は
、２
０
１
４

年
の
訪
日
外
客
数
は
前
年
比
の
約
５
割
増
、

売
り
上
げ
は
前
年
比
の
お
よ
そ
１・５
倍

を
記
録
し
た
。
免
税
店
と
な
っ
た
こ
と
で
、

消
費
単
価
も
上
が
っ
た
と
い
う
。「
あ
と
い

く
ら
買
う
と
免
税
対
象
と
な
り
ま
す
よ
」

と
い
う
声
掛
け
で
購
入
商
品
を
追
加
す
る

旅
行
者
も
い
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
黒
潮
市
場
は
外
国
人
旅

行
者
数
が
大
幅
に
増
加
し
、
ツ
ア
ー
客
の

立
ち
寄
り
も
多
い
こ
と
か
ら
、
免
税
制
度

に
対
す
る
反
応
も
す
ぐ
に
表
れ
た
が
、「
多

く
の
店
舗
で
は
、
効
果
が
目
に
見
え
る
形

で
表
れ
る
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
の
で

は
な
い
か
」（
土
井
氏
）
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

免
税
制
度
改
正
の
効
果
は

ま
だ
限
定
的

免
税
制
度
が
改
正
と
な
っ
て
約
半
年
が

経
過
し
た
が
、
そ
の
効
果
は
ま
だ
一
部
に

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
デ
ー
タ
か
ら
も
読

み
取
れ
る
。

観
光
庁
「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調

査
」に
よ
る
と
、２
０
１
４
年
10
〜
12
月
期

に
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
の
う
ち
、
免
税

制
度
を
利
用
し
た
比
率
は
約
40
％
に
上
っ

た（
図
１
）。同
年
７
〜
９
月
期
の
22
％
か

ら
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
内
訳
か

ら
も
対
象
品
目
拡
大
が
免
税
制
度
利
用

率
を
押
し
上
げ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
、
免
税
制
度
利
用
者
の
ほ
う
が

当
該
費
目
の
支
出
額
が
高
い
傾
向
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
免
税
制
度
改
正
が
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
購
買
意
欲
を
促
し
た

こ
と
は
明
ら
か
だ
。

し
か
し
、
新
た
に
対
象
拡
大
に
な
っ
た

品
目
の
う
ち
、
免
税
制
度
利
用
率
が
最

も
高
か
っ
た
の
は
「
化
粧
品
・
香
水
」
で

12
％
に
対
し
、「
菓
子
類
」
は
６
％
、「
そ

37 特集◉観光の経済波及効果を高めるには̶̶ 地域の消費拠点に進化した「道の駅」に着目して
特集5 外国人観光客の消費を地域経済活性化につなげるには

黒潮市場の店頭には大きな免税案内のパネルが置かれていた

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」平成26年10～12月プレスリリース

図1   免税制度利用率

新規対象品目のみ免税手続きを実施した比率

従来対象品目と新規対象品目の両方の免税手続きを
実施した比率

従来対象品目の免税実施率

40％

35％

30％

25％

20％

15％

10％

5％

0％

2014年
1～3月期 4～6月期 7～9月期 10～12月期
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の
他
食
料
品
・
飲
料
・
酒
・
た
ば
こ
」
は

５
％
と
、
購
買
率
が
高
い
こ
れ
ら
の
品
目

の
免
税
制
度
利
用
率
は
低
水
準
に
と
ど

ま
っ
て
い
る（
図
２
）。

ま
た
、
免
税
手
続
き
実
施
有
無
と
買

い
物
場
所（
図
３
）を
見
る
と
、「
百
貨
店
・

デ
パ
ー
ト
」「
家
電
量
販
店（
秋
葉
原
な
ど
）」

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
店
」「
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

モ
ー
ル
」
な
ど
で
差
が
あ
る
一
方
、「
観
光

地
の
土
産
店
」
で
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い

こ
と
か
ら
、
免
税
制
度
の
効
果
は
ま
だ
大

手
チ
ェ
ー
ン
や
大
規
模
商
業
施
設
な
ど
に

限
定
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

地
場
産
品
へ
の
効
果
が
出
る
に
は

時
間
を
要
す
る

お
そ
ら
く
、
地
域
に
免
税
制
度
改
正
の

効
果
が
表
れ
る
に
は
、
ク
リ
ア
す
べ
き
課

38観光文化225号 April 2015

図2  費目別の免税制度利用率
0％ 5％ 10％ 15％
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かばん・靴
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キャラクター関連商品

書籍・絵葉書・CD・DVD

【新規】菓子類

【新規】その他食料品・
飲料・酒・たばこ

【新規】化粧品・香水

4%

6%

6%

1%

10%

1%

0%

6%

5%

12%

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」平成26年10～12月プレスリリース

図3  免税手続きの実施有無と買い物場所

台湾 香港 中国

資料：観光庁「訪日外国人消費動向調査」平成26年10～12月プレスリリース
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39 特集◉観光の経済波及効果を高めるには̶̶ 地域の消費拠点に進化した「道の駅」に着目して
特集5 外国人観光客の消費を地域経済活性化につなげるには

題
が
い
く
つ
も
あ
り
、
あ
る
程
度
の
時
間

を
要
す
る
だ
ろ
う
。

大
き
な
課
題
の
一
つ
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客（
個

人
旅
行
の
外
国
人
客
）の
地
方
分
散
化
だ
。

現
在
、
地
方
を
訪
れ
る
外
国
人
の
多
く
は

ツ
ア
ー
利
用
で
あ
り
、
ツ
ア
ー
立
ち
寄
り

地
点
以
外
の
小
規
模
店
舗
へ
消
費
の
効
果

が
表
れ
る
に
は
、
や
は
り
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
の
増

加
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客

は
都
市
部
に
集
中
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
の
地
方
訪
問
率
を
見
る
と
、

訪
日
回
数
５
回
ま
で
の
旅
行
者
で
は
大
都

市
周
辺
や
地
方
都
市
へ
の
訪
問
が
中
心
で
、

訪
日
回
数
が
６
回
以
上
の
リ
ピ
ー
タ
ー
で

よ
う
や
く
都
市
部
周
辺
以
外
の
地
方
へ
の

訪
問
率
が
上
昇
す
る（
図
４
）。

こ
の
よ
う
に
、
都
市
部
周
辺
以
外
の
地

方
へ
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
の
訪
問
は
ま
だ
十
分
進

ん
で
い
な
い
が
、
地
方
訪
問
の
意
向
は
強

く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
加
し
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
を
自

地
域
に
呼
び
込
む
た
め
の
取
り
組
み
が
必

要
だ
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
の
地
方
訪
問
意
向
を
見
る
と
、

Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
行
き
や
す
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

観
光
地
で
意
向
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら（
図
５
）、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
を
自
分
た

ち
の
地
域
に
呼
び
込
む
た
め
に
は
訪
れ
や

す
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
訴
求
し
、
地
方

を
訪
れ
る
際
の
障
壁
を
取
り
除
く
こ
と
が

重
要
だ
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
が
地
方
を
訪
れ
る
際
の
障
壁

に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
言
語
や
交
通

の
問
題
が
上
位
を
占
め
て
い
る
が（
表
３
）、

「
荷
物
の
持
ち
運
び
が
面
倒
」
と
い
っ
た

意
見
も
そ
れ
ら
に
次
ぐ
障
壁
と
し
て
挙
が

っ
て
い
る
。
実
際
に
荷
物
の
持
ち
運
び
を

避
け
る
た
め
に
、
旅
行
中
に
訪
れ
る
地
方

で
の
買
い
物
を
控
え
、
拠
点
と
な
る
都
市

部
や
最
終
立
ち
寄
り
地
の
空
港
で
購
入
す

る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。
外
国
人
旅
行
者

の
地
域
で
の
消
費
を
促
す
た
め
に
は
、
宿

泊
施
設
や
空
港
へ
の
荷
物
配
送
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
荷
物
の
持
ち
運
び
の
手
間
を

省
く
こ
と
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

図4  行ったことのある日本の観光地（複数回答、訪日回数別）

資料：（公財）日本交通公社「5か国・地域旅行者調査」（調査概要は注を参照）
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資料：（公財）日本交通公社「5か国・地域旅行者調査」（調査概要は注を参照）
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点
か
ら
面
で
認
知
度
ア
ッ
プ
、

受
け
入
れ
る
下
準
備
を

さ
ら
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
地
方
を
訪
れ
る
際

に
障
壁
と
な
る
点
を
国
・
地
域
別
に
見
る

と
、
買
物
代
の
支
出
が
多
い
中
国
と
タ
イ

で「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
き
る
場
所
が
少
な
い
」

「
免
税
店
が
少
な
い
」
と
い
っ
た
項
目
の
選

択
率
が
他
の
国
・
地
域
に
比
べ
高
く
な
る

傾
向
が
見
ら
れ
た（
表
３
）。免
税
制
度
改

正
を
契
機
に
免
税
店
は
大
幅
に
増
加
し

た
が
、
今
後
も
継
続
的
に
免
税
店
を
増

や
す
必
要
が
あ
る
。
特
に
地
域
経
済
活

性
化
の
た
め
に
は
、
和
歌
山
県
の
よ
う
に
、

地
場
産
品
や
地
域
の
特
産
品
を
扱
う
店
に

免
税
店
化
を
働
き
か
け
る
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
る
。

そ
の
際
、
地
域
で
の
買
い
物
拠
点
を
点

と
し
て
で
は
な
く
、
面
と
し
て
展
開
し
て

存
在
感
を
示
す
こ
と
が
外
国
人
観
光
客

の
認
知
を
得
る
た
め
に
は
重
要
だ
。

税
制
改
正
大
綱
が
２
０
１
４
年
12
月

に
閣
議
決
定
、
２
０
１
５
年
４
月
か
ら
は

免
税
手
続
き
を
一
元
化
す
る
一
括
カ
ウ
ン

タ
ー
の
設
置
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
制
度

に
は
商
店
街
や
物
産
セ
ン
タ
ー
、シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
該
当
し
、
店
舗
ご

と
の
対
応
の
負
担
が
軽
く
な
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
地
方
の
商
店
街
な
ど
の
免
税
店

化
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、
面・

・

・

・

・

と
し
て
の

展・

・開
を
後
押
し
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

訪
日
外
国
人
２
０
０
０
万
人
、
さ
ら
に

は
３
０
０
０
万
人
時
代
に
向
か
う
に
あ
た

っ
て
は
、
大
都
市
部
だ
け
で
受
け
入
れ
る

の
は
困
難
で
あ
り
、
地
方
分
散
化
が
早
急

に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
２
０
１
３

年
10
月
発
刊
の
本
誌
第
２
１
９
号
で
書

い
た
。
１
３
０
０
万
人
規
模
と
な
っ
た

２
０
１
４
年
の
時
点
で
、
す
で
に
東
京
や

大
阪
で
は
ホ
テ
ル
供
給
不
足
が
顕
在
化
し

て
い
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も
着
実
に
増
加
す

る
中
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
客
の
地
方
へ
の
入
り
込
み

は
予
想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
。

外
国
人
観
光
客
が
、
自
地
域
を
訪
れ

た
際
に
、
地
場
産
品
を
購
入
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
環
境
を
整
え
、
そ
う
遠
く
な
い

将
来
の
外
国
人
の
訪
問
の
た
め
に
備
え
る

こ
と
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。　

  （
あ
い
ざ
わ　

み
ほ
こ
）

（公財）日本交通公社「5か国・地域旅行者調査」調査概要
（注）

調査時期：2014年7月
調査方法：インターネットによる調査
対象地域：台湾、韓国、中国、タイ、インドネシア
調査対象者：10～50代の男女
予備調査有効回答数：10,791人（台湾1,644人、韓国1,749人、

中国2,246人、タイ2,828人、
インドネシア2,324人）

本調査抽出条件：
　1．訪日旅行経験がある
　2．日本への観光目的での再訪を希望しており、再訪する際は

個別手配またはフリープラン型ツアーの利用を考えている
本調査有効回答数：1,960人（台湾470人、韓国475人、中国451人、

タイ403人、インドネシア161人）

表3  地方を訪れる際に障壁となる点（複数回答）

資料：（公財）日本交通公社「5か国・地域旅行者調査」（調査概要は注を参照）

合計 399 334 363 342 326

地方ほど言葉が通じにくい、外国語の案内表示が少ない

地方に行くまでの移動時間が長い

交通を手配するのに手間がかかる

交通の便が悪いので旅程が組みにくい

交通費がかかる

荷物の持ち運びが面倒

地方の観光資源がまばらで、効率的に回れない

Wi-Fiなどインターネット環境が整っていない

地方でどんなことが楽しめるのかがわからない

宿泊する場所が少ない

クレジットカード・銀
ぎんれん

聯カードに対応している店が少ない

地方空港の航空機の運賃が割高である

ショッピングできる場所が少ない

安全や医療などの面で不安を感じる

免税店が少ない

食事が口に合うかがわからない

その他

わからない・特に問題はない
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